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論 文 題 目 

Preparation and Applications of Fluoroalkyl End-Capped Oligomers/Polyaniline 

Nanocomposites （フルオロアルキル基含有オリゴマー/ポリアニリンナノ

コンポジット類の調製とその応用） 

審査結果の概要（2,000 字以内） 

 当該学位論文は、(1) 新規なフルオロアルキル基含有オリゴマー/ポリアニリン、/N,N’-ジフェニル

-1,4-フェニレンジアミンナノコンポジット類の調製とその応用、 (2) 種々の塩基性化合物と含フッ素

2-メタクリロイルオキシエタンスルホン酸オリゴマー/ポリアニリンナノコンポジットとの相互作用

による着色挙動、(3)フルオロアルキル基含有オリゴマー、フルオロアルキル基含有オリゴマー/シリカ

ナノコンポジットおよびフルオロアルキル基含有オリゴマー/ポリアニリンナノコンポジット存在下

における金ナノ粒子の調製および (4)フルオロアルキル基含有オリゴマー/ポリアニリン/酸化チタン

および/N,N’-ジフェニル-1,4-フェニレンジアミン/酸化チタンナノコンポジットの調製とフォトクロミ

ズム挙動についてそれぞれ記載されている。特に、当該論文（1）においてはフルオロアルキル基含有

オリゴマー存在下、アニリンモノマーのレドックス重合によるフルオロアルキル基含有オリゴマー/

ポリアニリンナノコンポジット類の調製とその興味深い性質について、ポリアニリンの基本構成単位

であるN,N’-ジフェニル-1,4-フェニレンジアミン(アニリンダイマー)を用いた対応する含フッ素オリゴ

マー/アニリンダイマーナノコンポジットとの比較を含め詳細に述べられている。本研究では、種々の

溶媒に対して不溶であるポリアニリンの分散性を著しく向上させた知見は興味深い。当該論文（2）に

おいては先に調製されたフルオロアルキル基含有オリゴマー/ポリアニリンナノコンポジット類とア

ンモニア等の種々の塩基性化合物との相互作用について述べられており、本研究ではアンモニアセン

サーとしての応用展開への可能性にも言及している。当該論文(3)においては、フルオロアルキル基含

有オリゴマー/ポリアニリンナノコンポジット類存在下における金イオンの自動還元による対応する

含フッ素オリゴマー/ポリアニリン/金ナノコンポジットの調製が述べられている。特に本研究では、

含フッ素オリゴマー/ポリアニリンナノコンポジットによる金ナノ粒子の生成機構についても述べら

れており、金ナノ粒子の含フッ素オリゴマー/シリカナノコンポジットとの複合化によりコンポジット

中の金ナノ粒子が 800 ℃ 焼成後においても安定なナノ粒子として存在することを明確にさせてい



る。当該論文(4)においては、先にその調製に成功したフルオロアルキル基含有オリゴマー/ポリアニリ

ンナノコンポジットおよびフルオロアルキル基含有オリゴマー/アニリンダイマ−ナノコンポジットと

アナターゼ型酸化チタンナノ粒子との相互作用について検討されている。これら一連のナノコンポジ

ット類とアナターゼ型酸化チタンナノ粒子との相互作用により、ナノコンポジットの構造の違いによ

りそれぞれ異なったフォトクロミズム挙動を示すことが初めて見いだされている。 

 従来、ポリアニリンは導電性ポリマーとして種々の分野において注目されている高分子材料である

が、その溶解性が極めて低く、その応用展開は限られていた。しかしながら、本研究により見いださ

れたフルオロアルキル基含有オリゴマーを用いたポリアニリンとのナノコンポジット化によりポリア

ニリンの分散性を著しく向上させた知見、さらには上記に示したその高い分散性を活かしたそれぞれ

の機能開発はポリアニリンの新たな機能創成に繋がるもので、これら一連の研究成果はそれぞれ高く

評価できる。さらに、当該学生の予備審査、本審査さらには公聴会における本研究成果に関するプレ

ゼンテーション内容および口頭試問の結果は学位論文審査試験に合格するものと判断された。 
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